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発明の新規性の喪失の例外の規定の適用を受けるための証明書
１．公開の事実

①　刊行物名
××××××

②　発行日
平成　　　年　　　月　　　日

③　発行所
社団法人　＊＊＊＊＊学会
④　該当ページ
第　～　ページ
⑤　公開者

電気　太郎、通信　次郎、大学　花子（発明者でないケース）
⑥　公開のタイトル
「○○○○」
添付の書面：「××××××」の表紙、奥付き、目次、及び「○○○○」の掲載ページのコピー
２．特許を受ける権利の承継の事実

①　公開された発明の発明者

電気　太郎　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）

通信　次郎　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）

②　公開時の特許を受ける権利を有する者
[image: image4.wmf]国立大学法人電気通信大学　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１）
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電気　太郎
通信　次郎


③　特許出願人（願書に記載された者）
国立大学法人電気通信大学
○○○○株式会社

④　公開者

電気　太郎
通信　次郎
大学　花子（発明者でないケース）　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
⑤　特許を受ける権利の承継について

公開の事実に記載の発表により公開された発明は、電気太郎、通信次郎によって発明されたものであり、平成　　年　　月　　日に当該発明に係る特許を受ける権利は電気太郎、通信次郎から国立大学法人電気通信大学に譲渡され、公開時の平成　　年　　月　　日において、国立大学法人電気通信大学は当該発明についての特許を受ける権利を保有していた。
その後国立大学法人電気通信大学は特許出願を行った。

公開の事実に記載の発表により公開された発明は、電気太郎、通信次郎によって発明されたものであり、公開時の平成　　年　　月　　日において、電気太郎、通信次郎は当該発明についての特許を受ける権利を保有していた。
平成　　年　　月　　日に当該発明に係る特許を受ける権利は、電気太郎、通信次郎から国立大学法人電気通信大学に譲渡され、その後国立大学法人電気通信大学は特許出願を行った。


⑥　特許を受ける権利を有する者と公開者との関係について

国立大学法人電気通信大学は、電気太郎、通信次郎に対して「××××××」にて発明を公開するよう依頼し、当該依頼に基づいて、発明者である電通太郎、通信次郎（指示の下、大学花子）は「○○○○」について公開の事実に記載のとおり公開を行った。

特許を受ける権利を有する者である電気太郎、通信次郎自ら（指示の下、大学花子は）「○○○○」について公開の事実に記載のとおり公開を行った。

また、大学花子は、当該公開された発明については特許を受ける権利を有する者ではなく、単に実験補助者の立場で公開者に名を連ねただけである。


[image: image6.wmf]
上記記載事項が事実に相違ないことを証明します。

平成　　　年　　　月　　　日

国立大学法人電気通信大学
学長　梶谷　誠　　　　　㊞
○○○○株式会社

代表取締役社長　○○　○○　　　　　㊞



発明の新規性の喪失の例外の規定の適用を受けるための証明書

１．公開の事実

①　研究集会名
平成××年　□□□□学会　△△△△
②　主催者名
社団法人　＊＊＊＊＊学会
③　公開場所
東京国際展示場　（東京都江東区・・・）
④　公開日
平成　　　年　　　月　　　日
⑤　文書の種類
スライド/パネル/ポスター/ＯＨＰ/プレゼンテーションデータ　etc
⑥　公開者

電気　太郎、通信　次郎、大学　花子（発明者でないケース）
⑦　公開のタイトル
「○○○○」
添付の書面：「平成××年　□□□□学会　△△△△」の開催要綱、及び発表プログラムのコピー
２．特許を受ける権利の承継の事実

①　公開された発明の発明者

電気　太郎　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
通信　次郎　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
②　公開時の特許を受ける権利を有する者
国立大学法人電気通信大学　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１）

電気　太郎
通信　次郎

③　特許出願人（願書に記載された者）
国立大学法人電気通信大学
○○○○株式会社

④　公開者

電気　太郎
通信　次郎
大学　花子（発明者でないケース）　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
⑤　特許を受ける権利の承継について

公開の事実に記載の発表により公開された発明は、電気太郎、通信次郎によって発明されたものであり、平成　　年　　月　　日に当該発明に係る特許を受ける権利は電気太郎、通信次郎から国立大学法人電気通信大学に譲渡され、公開時の平成　　年　　月　　日において、国立大学法人電気通信大学は当該発明についての特許を受ける権利を保有していた。
その後国立大学法人電気通信大学は特許出願を行った。

公開の事実に記載の発表により公開された発明は、電気太郎、通信次郎によって発明されたものであり、公開時の平成　　年　　月　　日において、電気太郎、通信次郎は当該発明についての特許を受ける権利を保有していた。

平成　　年　　月　　日に当該発明に係る特許を受ける権利は、電気太郎、通信次郎から国立大学法人電気通信大学に譲渡され、その後国立大学法人電気通信大学は特許出願を行った。


⑥　特許を受ける権利を有する者と公開者との関係について

国立大学法人電気通信大学は、電気太郎、通信次郎に対して「平成２１年　□□□□学会　△△△△」にて発明を公開するよう依頼し、当該依頼に基づいて、発明者である電通太郎、通信次郎（指示の下、大学花子）は「○○○○」について公開の事実に記載のとおり公開を行った。

特許を受ける権利を有する者である電気太郎、通信次郎自ら（指示の下、大学花子は）「○○○○」について公開の事実に記載のとおり公開を行った。

また、大学花子は、当該公開された発明については特許を受ける権利を有する者ではなく、単に実験補助者の立場で公開者に名を連ねただけである。


[image: image2]
上記記載事項が事実に相違ないことを証明します。

平成　　　年　　　月　　　日

国立大学法人電気通信大学

学長　梶谷　誠　　　　　㊞
○○○○株式会社

代表取締役社長　○○　○○　　　　　㊞


発明の新規性の喪失の例外の規定の適用を受けるための証明書

１．公開の事実

①　ホームページのアドレス


http://www.ip.uec.ac.jp/

http://www.uec.ac.jp/
②　掲載日
平成　　　年　　　月　　　日
③　公開者

電気　太郎、通信　次郎、大学　花子（発明者でないケース）

④　公開のタイトル
「○○○○」
添付の書面：□□□□ホームページの掲載されたページのプリントアウト、公開した情報に関して掲載・保全等に権限又は責任を有する者による証明書

２．特許を受ける権利の承継の事実

①　公開された発明の発明者

電気　太郎　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
通信　次郎　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
②　公開時の特許を受ける権利を有する者
国立大学法人電気通信大学　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１）

電気　太郎
通信　次郎

③　特許出願人（願書に記載された者）
国立大学法人電気通信大学
○○○○株式会社

④　公開者

電気　太郎
通信　次郎
大学　花子（発明者でないケース）　（東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内）
⑤　特許を受ける権利の承継について

公開の事実に記載の発表により公開された発明は、電気太郎、通信次郎によって発明されたものであり、平成　　年　　月　　日に当該発明に係る特許を受ける権利は電気太郎、通信次郎から国立大学法人電気通信大学に譲渡され、公開時の平成　　年　　月　　日において、国立大学法人電気通信大学は当該発明についての特許を受ける権利を保有していた。
その後国立大学法人電気通信大学は特許出願を行った。

公開の事実に記載の発表により公開された発明は、電気太郎、通信次郎によって発明されたものであり、公開時の平成　　年　　月　　日において、電気太郎、通信次郎は当該発明についての特許を受ける権利を保有していた。

平成　　年　　月　　日に当該発明に係る特許を受ける権利は、電気太郎、通信次郎から国立大学法人電気通信大学に譲渡され、その後国立大学法人電気通信大学は特許出願を行った。

⑥　特許を受ける権利を有する者と公開者との関係について

国立大学法人電気通信大学は、電気太郎、通信次郎に対して「電気研究室ホームページ」にて発明を公開するよう依頼し、当該依頼に基づいて、電通太郎、通信次郎（指示の下、大学花子）は「○○○○」について公開の事実に記載のとおり公開を行った。

特許を受ける権利を有する者である電気太郎、通信次郎自ら（指示の下、大学花子は）「○○○○」について公開の事実に記載のとおり公開を行った。


[image: image3]
上記記載事項が事実に相違ないことを証明します。

平成　　　年　　　月　　　日

国立大学法人電気通信大学

学長　梶谷　誠　　　　　㊞
○○○○株式会社

代表取締役社長　○○　○○　　　　　㊞

証明書

別紙添付のホームページのプリントアウトは、平成　　　年　　　月　　　日に、掲載、保全等に権限又は責任を有する電気太郎がインターネットアドレス「http://www.ip.uec.ac.jp/」、「http://www.uec.ac.jp/」にて掲載したものであることに相違ないことを証明致します。

平成　　　年　　月　　日

東京都調布市調布ヶ丘一丁目５番地１　国立大学法人電気通信大学内
国立大学法人電気通信大学

○△□学科
准教授　電気　太郎　　　　　　㊞
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�【例】電子情報通信学会技術研究報告　信学技報Vol.XXX No.XXX


�


発行日は予稿集の奥付記載の日


�


刊行物発行前に承継しているとき


�


承継前に刊行物発行しているとき


�共同出願のとき


�


公開者は、上記発明者と一致させる必要はない（論文に名前が無い発明者等）


�


刊行物発行前に承継しているとき


�


承継前に刊行物発行しているとき


�


刊行物発行前に承継しているとき


�


承継前に刊行物発行しているとき


�共同出願のとき


�発表前に承継しているとき


�承継前に発表しているとき


�共同出願のとき


�


公開者は、上記発明者と一致させる必要はない（論文に名前が無い発明者等）


�発表前に承継しているとき


�承継前に発表しているとき


�発表前に承継しているとき


�承継前に発表しているとき


�共同出願のとき


�ＨＰ管理者ではないので注意


�掲載情報の改変に疑義が低いと考えられるホームページは不要


・刊行物等を長年出版している出版社ＨＰ


・学術機関のＨＰ


・国際機関のＨＰ


・公的機関のＨＰ


�公開前に承継しているとき


�承継前に公開しているとき


�共同出願のとき


�


公開者は、上記発明者と一致させる必要はない（論文に名前が無い発明者等）


ＨＰ管理者ではないので注意


�公開前に承継しているとき


�承継前に公開しているとき


�公開前に承継しているとき


�承継前に公開しているとき


�共同出願のとき


�ＨＰ管理者を記載


【例】研究室ＨＰの場合、当該研究室の教員等ＨＰ管理者





